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行
政
研
究

国
際
姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て

毎
年
五
十
組
以
上
が
増
え
て
い
る
の
で
、
早
け
れ
ば
今

年
中
に
も
一
千
組
を
越
え
る
と
予
想
さ
れ
、
数
字
上
か

ら
見
れ
ば
近
年
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る

（
図
ｌ
１
）
。

図―１　姉妹都市提携件数(累計)の推移
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（
五
〇
％
）
が
提
携
し
て
お
り
、
そ
の
提
携
数
は
五
百

九
十
八
組
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
半
数
の
市
が
姉
妹
都
市

を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
平
均
は
一
・
八
組
と
な
っ
て
い

る
。
同
じ
様
に
計
算
す
る
と
県
レ
ベ
ル
で
は
率
が
上
が

　
ち
な
み
に
、
横
浜
市
は
八
つ
の
姉
妹
都
市
を
有
し
て

お
り
、
東
京
都
の
九
組
を
別
に
し
て
市
と
し
て
は
、
京

都
市
、
大
阪
市
と
並
ん
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
一
九
九
三
年
一
月

現
在
で
、
全
国
六
百
六
十
三
市
の
内
三
百
三
十
三
市
が

り
、
町
村
レ
ベ
ル
で
は
極
端
に
下
が
る
。
単

純
化
し
て
考
え
れ
ば
、
規
模
の
大
き
い
程
提

携
率
が
高
く
、
こ
の
事
業
が
活
発
で
あ
る
と

い
え
る
。
こ
の
様
に
活
発
化
し
て
い
る
背
景

と
し
て
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
の
流

れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

国
際
化
の
流
れ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
都
会
、
地

方
に
か
か
わ
ら
ず
姉
妹
都
市
事
業
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
資
金
面
で

見
れ
ば
、
全
国
津
々
浦
々
ま
で
予
算
措
置
が

さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
が
、
交
流

基
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

同
じ
自
治
省
（
外
務
省
、
文
部
省
協
力
）
で
国
際
化
事

業
の
」
環
と
し
て
進
め
て
い
る
、
外
国
語
補
助
教
師
招

へ
い
事
業
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
毎
年
三
千
五
百
人
前

後
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
全
国
の
学
生
・
生
徒
が
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国
際
交
流
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
国
際
姉
妹
都
市

交
流
事
業
を
取
り
入
れ
る
自
治
体
は
増
え
る
傾
向
に
あ

り
、
実
際
に
国
際
交
流
の
目
的
を
遂
行
す
る
上
で
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
際
親
善
都
市
連
盟
に
出
向
し
て
こ
の
事
業
に
携
わ
っ

た
の
を
機
会
に
、
姉
妹
都
市
交
流
の
概
要
と
問
題
点
及

び
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
自
分
な
り
に
ま
と
め
て
み

た
。

　
外
国
と
の
姉
妹
都
市
は
、
国
内
の
姉
妹
都
市
と
区
別

し
て
、
通
常
「
国
際
姉
妹
都
市
」
と
表
記
す
る
が
本
稿

で
は
、
省
略
し
て
「
姉
妹
都
市
」
と
す
る
。

ニ

日
本
の
姉
妹
都
市
提
携
事
業
の
概
要

①
―
増
加
す
る
姉
妹
都
市

　
姉
妹
都
市
は
、
一
九
九
三
年
一
月
現
在
、
市
区
町
村

レ
ベ
ル
で
八
百
六
十
四
組
で
、
県
レ
ベ
ル
の
八
十
三
組

を
加
え
る
と
九
百
四
十
七
組
に
の
ぼ
る
。
こ
こ
数
年
、

一

は
じ
め
に
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ナ
マ
の
外
国
語
に
触
れ
る
と
同
時
に
、
行
政
職
員
や

町
村
の
住
人
も
外
国
人
に
接
す
る
機
会
が
増
え
、
国
際

化
の
流
れ
を
加
速
す
る
効
果
も
生
ん
で
い
る
。

②
ｌ
姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
目
的

ア
世
界
平
和
へ
の
貢
献

　
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

人
と
人
と
の
草
の
根
交
流
が
相
互
理
解
を
深
め
、
自
治

体
レ
ベ
ル
、
国
レ
ベ
ル
の
国
際
親
善
を
促
進
し
、
ひ
い

て
は
世
界
平
和
に
寄
与
す
る
と
い
う
の
が
、
ア
メ
リ
カ

を
中
心
と
し
た
伝
統
的
な
考
え
方
。
こ
の
点
で
、
交
流

の
パ
イ
プ
は
、
数
が
多
い
方
が
よ
く
、
パ
イ
プ
は
太
い

方
が
効
果
的
で
あ
る
。

イ
人
材
の
育
成

　
人
材
育
成
の
視
点
か
ら
、
多
く
の
市
民
に
国
際
感
覚

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
す
る
所
が
ふ
え
て
き
て
い
る
。

職
員
・
市
民
・
留
学
生
の
派
遣
、
受
入
れ
、
在
留
外
国

人
を
交
え
て
の
意
見
交
換
会
や
、
語
学
教
室
の
開
催
な

ど
。

ウ
国
際
化
の
街
づ
く
り

　
人
材
の
育
成
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
側
面
を
担
う
の

で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
は
建
物
の
建
設
な
ど
を
含
め
た
ハ
ー

ド
面
を
担
当
す
る
。

　
英
語
版
の
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
街
角
で
の

ロ
ー
マ
字
表
示
板
の
設
置
な
ど
の
小
さ
い
も
の
か
ら
、

交
流
会
館
の
建
設
あ
る
い
は
町
全
体
を
国
際
会
議
を
開

催
す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
化
す
る
な
ど
大
規
模

な
も
の
ま
で
含
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
経
済
交
流
を
含
め
た
り
、
国
際
化
と
地
域
の

活
性
化
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
考
え
も
重
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

③
―
姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
特
徴

　
公
的
機
関
（
地
方
自
治
体
）
が
中
心
に
な
っ
て
都
市

と
都
市
の
交
流
を
軸
と
し
て
国
際
交
流
を
進
め
て
い
く

の
が
姉
妹
都
市
交
流
で
あ
る
。

　
利
点
と
し
て
は
、
継
続
性
、
安
定
性
、
計
画
性
に
優

れ
、
影
響
力
が
大
き
く
、
国
際
化
の
事
業
効
果
を
高
い
。

半
面
、
中
立
性
が
求
め
ら
れ
、
小
回
り
が
利
か
な
い
。

例
え
ば
、
経
済
交
流
な
ど
は
、
「
利
益
を
中
心
と
し
た

活
動
は
な
じ
ま
な
い
」
、
「
友
好
関
係
を
損
な
う
恐
れ

が
あ
る
」
等
の
見
方
も
あ
り
、
物
産
展
の
開
催
、
特
産

品
の
展
示
な
ど
当
た
り
障
り
の
な
い
範
囲
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
例
が
多
い
。
ま
た
、
団
体
主
導
の
傾
向
か
強
く

交
流
の
裾
野
が
広
が
ら
な
い
傾
向
が
あ
る
。

ア
協
定
締
結
の
動
機

　
協
定
数
だ
け
動
機
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
が
、
傾
向
別
に
に
例
を
挙
げ
て
み
る
（
表
１
１
）
。

　
姉
妹
都
市
の
締
結
に
は
、
動
機
が
あ
っ
て
当
然
で
あ

る
が
、
最
近
の
国
際
化
の
流
れ
な
ど
か
ら
、
日
本
の
場

合
「
ま
ず
姉
妹
都
市
を
結
び
た
い
。
そ
の
た
め
に
動
機

を
探
す
」
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
の
軸
と
し
て

次
の
三
点
の
共
通
性
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
①

人
口
規
模
②
自
然
環
境
③
産
業
経
済

イ
協
定
書
の
内
容
の
例
を
挙
げ
て
み
る

　
協
定
の
性
格
上
な
ん
で
も
内
容
に
盛
り
込
め
る
が
、

特
に
強
調
し
た
い
分
野
を
記
入
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

た
だ
、
使
節
団
に
関
し
て
の
費
用
負
担
な
ど
は
、
別
に

覚
え
書
き
等
で
決
め
て
お
く
方
が
、
後
で
便
利
で
あ
る

（
表
―
２
）
。問

題
点

調査季報114－92,1175

　
姉
妹
都
市
の
提
携
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
件
数

か
ら
み
れ
ば
問
題
は
な
い
。
一
方
で
古
く
か
ら
の
姉
妹

都
市
提
携
で
あ
っ
て
も
、
残
念
な
が
ら
休
眠
状
態
に
陥
っ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
姉
妹
都
市
交
流
事
業
は
大
義
名
分
が
た
ち
や
す
く

（
国
際
化
、
平
和
へ
の
貢
献
）
、
相
手
さ
え
み
つ
か
れ
ば

事
業
化
し
や
す
い
分
野
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
ス
タ
ー

ト
時
の
理
念
（
理
論
）
の
煮
詰
め
方
が
甘
い
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
事
が
結
果
と
し
て
活
動
の
中
断
や
停
滞
に
陥

る
こ
と
が
あ
る
。

①
―
活
動
の
中
断

　
国
際
親
善
都
市
連
盟
で
行
っ
た
一
九
九
一
年
の
調
査

で
は
、
五
百
五
十
組
の
市
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
五
組

（
一
％
）
に
つ
い
て
、
六
年
間
交
流
が
な
か
っ
た
。
ま

三



表－１　協定締結の動機
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た
、
十
五
組
（
約
三
％
）
に
つ
い
て
は
、
六
年
間
の
内

二
年
（
回
）
だ
け
交
流
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
か
ら
、
市
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
活
動
が
全
く

途
絶
し
て
い
る
例
は
、
そ
れ
程
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、

書
簡
の
交
換
の
み
の
活
動
も
含
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ

ら
を
加
え
る
と
、
少
な
く
と
も
合
計
四
％
の
市
（
町
村

は
そ
れ
以
上
）
に
つ
い
て
は
活
動
か
中
断
し
て
い
る
と

言
え
る
。

②
―
活
動
の
停
滞

　
先
に
挙
げ
た
活
動
の
中
断
と
は
別
に
、
活
動
の
範
囲

が
固
定
さ
れ
、
広
が
ら
な
い
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
少
数
の
人
物
交
流
に
終
始
し
、
毎
年
パ
ー
テ
ィ
が
繰

り
返
さ
れ
る
等
で
、
こ
れ
ら
は
活
動
が
停
滞
し
て
い
る

と
言
え
る
。

　
各
自
治
体
の
予
算
や
ス
タ
ッ
フ
等
の
限
界
は
あ
る
に

し
て
も
、
何
と
か
工
夫
し
て
姉
妹
都
市
交
流
の
幅
を
広

げ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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①産業の共通点

②人の縁

③自然・イベント

④その他
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交
流
を
通
じ
て
「
国
際
化
」
を
進
め
て
い
く
と
い
う
行

政
側
の
強
い
意
思
が
根
底
に
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
中

断
や
停
滞
を
防
ぐ
と
思
う
。

③
―
拠
り
所
と
な
る
べ
き
理
念
（
理
論
）
の
確
認

　
姉
妹
都
市
交
流
事
業
は
、
国
際
父
流
の
一
環
で
あ
り
、

他
の
国
際
交
流
事
業
と
共
に
、
「
国
際
化
」
の
主
要
部

分
を
担
う
。
事
業
目
的
は
最
終
的
に
は
、
自
治
体
・
市

民
の
国
際
化
で
あ
る
の
で
、
姉
妹
都
市
か
ら
始
ま
っ
た

国
際
交
流
は
、
そ
の
枠
を
越
え
て
拡
大
す
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
例
え
ば
、
横
浜
市
の
姉
妹
都
市
「
上
海
」
は
、
交
流

分
野
が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
経
済
分
野
に
ま
で
及
ん
で

お
り
「
姉
妹
都
市
交
流
」
自
体
が
霞
ん
で
し
ま
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
理
想
的
な
展
開
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
各
自
治
体
の
規
模
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
姉
妹
都
市

表－２　協定書の内容の例

①
―
指
標
の
作
成
に
よ
っ
て
事
業
の
把
握

　
ま
ず
、
姉
妹
都
市
交
流
事
業
が
、
国
際
交
流
の
施
策

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
大

き
な
目
的
は
、
先
に
掲
げ
た
よ
う
に
三
つ
あ
る
。
ア
、

世
界
平
和
へ
の
貢
献
。
事
業
展
開
と
し
て
は
、
親
善
使

節
団
の
相
互
派
遣
が
主
な
も
の
。
イ
、
人
材
の
育
成
。

自
治
体
職
員
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
国
際
感
覚
の
育
成

が
必
要
で
あ
る
。
ウ
、
国
際
化
の
街
づ
く
り
。
ハ
ー
ド

中
心
の
街
づ
く
り
は
、
自
治
体
の
規
模
に
応
じ
て
実
現

で
き
る
。

　
こ
の
目
的
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
た
上
で
交
流
事
業
を
推

進
し
て
い
く
。
例
え
ば
、
例
年
繰
り
返
え
さ
れ
る
人
物

交
流
に
し
て
も
、
交
流
範
囲
の
拡
大
と
い
う
意
味
で
対

象
団
体
を
変
更
す
る
な
ど
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
マ
ン
ネ

リ
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
先
の
三
つ
の
目

的
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
低
い
で
は
な
く
、
柱
と
し
て
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
全
体
の
総
合

計
画
な
ど
に
沿
っ
て
順
番
に
進
め
て
い
く
方
法
も
あ
る

し
、
余
力
が
あ
れ
ば
、
並
行
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
。
い
ず
れ
も
、
何
等
か
の
指
標
の
作
成
が
可
能

な
の
で
、
ド
ン
ブ
リ
勘
定
に
な
り
が
ち
な
国
際
交
流
事

業
を
的
確
に
把
握
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

②
―
内
な
る
国
際
化
と
絡
め
る

　
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
姉
妹
都
市
提
携
は
、
一
九
八
二

年
に
中
国
に
追
い
抜
か
れ
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い

で
二
位
を
占
め
て
い
た
。
日
本
か
ら
の
移
住
者
が
そ
の

国
に
定
着
し
た
時
期
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際

に
日
本
側
の
出
身
地
の
関
係
で
提
携
に
至
っ
た
例
も
少

な
く
な
い
。
こ
こ
数
年
、
提
携
件
数
も
減
っ
て
年
間
一

件
が
続
い
て
い
た
が
、
一
九
九
一
年
は
○
件
で
あ
っ
た

（
図
―
２
）
。

国別姉妹都市提携件数(累計)の推移

(県は含まず)最
近
、
南
米
や
ア
ジ
ア
等
か
ら
労
働
目
的
で
人
国
す
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四

―
今
後
考
え
ら
れ
る
活
動
方
向

図―２
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る
人
が
増
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
達
と
上
手
に
付

き
合
っ
て
行
く
の
も
国
際
交
流
の
一
つ
で
あ
る
。
実
際

に
神
奈
川
県
下
の
厚
木
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
日
本
語
教
室
（
日
本
語
講
師
の
養
成
が
ユ
ニ
ー
ク
）

を
開
設
し
て
成
功
し
て
い
る
。
全
国
的
に
こ
の
種
の
活

動
は
か
な
り
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
外
国
人
労
働
者
の
出
身
地
等
に
着
目
し
て
、

姉
妹
都
市
の
締
結
、
人
的
交
流
な
ど
が
新
た
に
考
え
ら

れ
て
こ
よ
う
。
九
二
年
十
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
グ
ア
ラ
チ

ン
ゲ
タ
ー
市
と
姉
妹
都
市
提
携
し
た
埼
玉
県
大
泉
町
は

そ
の
例
と
い
え
る
。
内
な
る
国
際
化
と
絡
め
た
新
し
い

姉
妹
都
市
交
流
が
見
え
て
く
る
。

③
―
線
か
ら
面
へ

　
昨
年
七
月
に
、
稚
内
市
で
「
サ
ハ
リ
ン
州
・
北
海
道

友
好
都
市
交
流
サ
ミ
ッ
ト
」
が
ひ
ら
か
れ
、
道
内
の
十

四
市
村
が
参
加
し
た
。
新
潟
市
が
事
務
局
と
な
っ
て
い

る
「
日
口
沿
岸
市
長
会
」
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
は
交
流
の
拡
大
と
と
も
に
、
定
期

航
路
の
開
設
な
ど
経
済
的
効
果
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

姉
妹
都
市
交
流
を
束
ね
て
地
域
的
な
交
流
へ
・
線
か
ら

面
へ
の
拡
大
は
新
し
い
経
済
効
果
を
掘
り
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
。

　
十
月
に
厚
木
市
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
友
好
交
流

推
進
会
議
」
も
ア
ジ
ア
地
域
の
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
目
指
し
た
も
の
で
、
参
加
自
治
体
は
、
神
奈
川
県
、

て
く
る
。

横
浜
市
、
川
崎
市
、
藤
沢
市
、
相
模
原
市
、
厚
木
市
、

相
模
湖
町
で
あ
っ
た
。

　
十
一
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
姉
妹
都
市
交
流
会
議
」
の
テ
ー
マ
も
ま
た
、
二
都

市
間
交
流
か
ら
多
都
市
間
交
流
へ
と
、
姉
妹
都
市
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
線
か
ら

面
へ
と
交
流
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
生
じ
る
な
ど
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　
た
だ
、
「
束
ね
る
」
こ
と
に
重
点
を
置
き
過
ぎ
る
と
、

姉
妹
都
市
交
流
の
基
本
で
あ
る
「
地
域
性
」
が
薄
ま
っ

て
し
ま
う
の
で
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
―
利
益
享
受
型
か
ら
援
助
型
へ

　
全
米
国
際
姉
妹
都
市
協
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）
は
最
近
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
「
三
地
域
都
市
間
交
流
」
を
提
唱
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
開
発
途
上
国
の
共

通
の
姉
妹
都
市
が
一
堂
に
会
し
問
題
点
を
協
議
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
は
結
局
開
発

途
上
国
の
都
市
の
何
等
か
の
援
助
の
形
を
と
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
元
来
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん

で
、
姉
妹
都
市
活
動
も
例
外
で
は
な
い
。
目
的
も
「
世

界
平
和
へ
の
貢
献
」
が
中
心
に
置
か
れ
た
、
援
助
型
に

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
は
大
国
で
あ
る
（
経

済
的
に
見
れ
ば
と
い
う
形
容
詞
は
も
う
必
要
な
い
）
。

こ
れ
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
、
こ
の
発
想
も
重
要
に
な
っ

　
国
際
姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て
、
全
体
的
に
と
ら
え

た
も
の
は
少
な
い
の
で
、
概
略
、
問
題
点
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
自
分
な
り
に
整
理
し
て
み
た
。

　
国
際
化
、
国
際
交
流
、
姉
妹
都
市
交
流
を
同
心
円
で

描
く
と
す
れ
ば
、
国
際
化
が
一
番
大
き
く
、
次
に
国
際

交
流
、
つ
づ
い
て
姉
妹
都
市
交
流
と
な
る
。
し
か
し
、

自
治
体
の
規
模
に
も
よ
る
が
一
般
的
に
、
事
業
と
し
て

の
重
要
性
は
逆
の
順
序
で
現
れ
る
。
つ
ま
り
、
自
治
体

が
力
を
入
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
事
業
と
し
て
の
効
果
を

発
揮
で
き
る
分
野
が
姉
妹
都
市
交
流
な
の
で
あ
る
。

　
結
論
は
平
凡
で
は
あ
る
が
、
法
律
に
縛
ら
れ
る
こ
と

の
少
な
い
利
点
を
生
か
し
な
が
ら
、
「
国
際
化
」
と
い

う
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
、
一
歩
一
歩
事
業
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。

脚
注
に
か
え
て
（
姉
妹
都
市
あ
れ
こ
れ
）

①
―
姉
妹
都
市
協
定
と
は

ア
性
格

　
姉
妹
都
市
協
定
は
、
い
わ
ゆ
る
「
紳
士
協
定
」
で
、

お
互
い
協
定
を
結
ん
で
こ
れ
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
と
宣

言
し
た
も
の
。
従
っ
て
お
互
い
の
信
義
則
以
外
に
は
、
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何
等
法
的
に
拘
束
す
る
も
の
は
な
く
、
登
録
、
罰
則
の

類
い
も
一
切
存
在
し
な
い
。
そ
の
性
格
上
、
協
定
に
は

何
で
も
　
盛
り
込
む
事
が
可
能
で
あ
る
が
、
将
来
の
実

行
性
を
考
慮
す
れ
ば
ら
最
初
の
意
思
の
一
致
、
確
認
は

重
要
で
あ
る
。
そ
の
事
を
考
慮
し
て
、
協
定
本
体
以
外

に
、
そ
の
細
目
と
も
い
え
る
覚
え
書
き
を
同
時
に
調
印

す
る
例
も
見
ら
れ
る
。

イ
様
式

　
書
式
は
ま
ち
ま
ち
で
、
特
別
に
作
成
し
た
も
の
、
ワ
ー

プ
ロ
で
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
、
手
書
き
、
毛
筆

な
ど
様
々
で
あ
る
。

　
ま
た
、
用
紙
に
お
互
い
の
市
章
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
配

置
し
、
格
調
を
整
え
た
も
の
も
多
い
。
両
方
の
言
語
で

二
通
ず
つ
作
成
し
、
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
を
保
管
す
る
の

が
通
常
で
あ
る
。

ウ
調
印

　
双
方
の
首
長
の
署
名
で
成
立
す
る
が
、
併
せ
て
議
会

の
代
表
者
が
署
名
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
議
会
と
の
関

連
で
は
、
地
方
自
治
法
上
の
必
要
条
件
で
は
な
い
が
、

事
前
に
承
認
ま
た
は
同
意
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

国
際
的
な
事
業
で
あ
る
の
で
、
こ
の
方
法
が
望
ま
し
い
。

　
調
印
式
に
決
ま
っ
た
形
式
は
な
い
が
、
両
方
の
都
合

を
尊
重
す
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
、
結
果
と
し
て

二
回
行
う
場
合
や
、
記
念
事
業
に
取
り
込
ん
で
行
う
こ

と
も
あ
る
。

エ
標
題

②
―
姉
妹
都
市
と
友
好
都
市
の
違
い

　
日
本
語
の
「
姉
妹
都
市
」
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ

英
語
の
Ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｃ
ｉ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ
の
翻
訳
に
近

い
と
思
わ
る
。
ち
な
み
に
同
じ
英
語
圏
で
も
英
国
で
は

表－３　協定書のタイトル

Ｔ
ｗ
ｉ
ｎ
　
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
の
言

葉
が
一
般
的
で
あ
る
。
中
国

で
は
、
姉
妹
と
い
う
言
葉
を

使
う
こ
と
に
は
、
無
理
が
あ

る
よ
う
で
、
長
幼
や
性
別
に

関
係
の
な
い
「
友
好
都
市
」

に
統
一
し
て
お
り
、
相
手
が

中
国
の
場
合
日
本
語
で
も

「
友
好
都
市
」
の
表
記
を
し
て

い
る
。
こ
の
場
合
は
、
姉
妹

都
市
と
友
好
都
市
は
同
じ
で

あ
る
が
、
次
の
理
由
な
ど
に

よ
っ
て
「
姉
妹
都
市
」
と
区

別
し
意
識
的
に
、
「
友
好
都

市
」
と
表
記
し
て
い
る
例
が

あ
る
。

・
姉
妹
都
市
の
前
段
階
で
あ

る
。
（
仮
調
印
や
覚
書
き
な

ど
）

・
姉
妹
都
市
と
異
な
る
交
流
で
あ
る
。
（
経
済
な
ど
狭

い
分
野
に
限
る
交
流
・
正
式
な
姉
妹
都
市
を
こ
れ
以
上

増
や
し
た
く
な
い
場
合
な
ど
）

・
全
市
的
な
交
流
に
至
っ
て
い
な
い
場
合
（
議
会
の
承

認
を
経
て
市
民
に
広
報
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、

議
会
の
承
認
を
経
て
い
な
い
時
な
ど
）

　
ま
た
、
姉
妹
都
市
で
は
な
い
が
、
何
等
か
の
交
流
が

あ
る
場
合
「
準
姉
妹
都
市
」
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
」

「
友
好
交
流
都
市
」
な
ど
の
表
記
を
す
る
場
合
が
あ
る
。

③
―
い
わ
ゆ
る
一
国
一
市
の
原
則

　
例
え
ば
、
日
本
の
甲
市
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
Ａ

市
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
る
場
合
、
後
発
の
日
本
の

乙
市
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
Ａ
市
と
姉
妹
提
携
を
し

よ
う
と
し
て
も
ア
メ
リ
カ
側
の
Ａ
市
が
拒
否
す
る
と
い

う
考
え
方
。
こ
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
一
国
一
市
」

の
原
則
を
と
っ
て
い
る
と
、
表
現
す
る
。

　
国
際
交
流
の
目
的
を
「
世
界
平
和
へ
の
貢
献
」
と
い

う
視
点
で
捕
ら
え
れ
ば
、
交
流
の
パ
イ
プ
は
広
い
範
囲

に
拡
散
し
た
ほ
う
が
効
果
的
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
に

任
せ
る
と
特
定
の
有
名
な
（
人
気
の
あ
る
）
都
市
に
偏
っ

て
し
ま
う
が
、
こ
の
原
則
を
と
る
こ
と
で
こ
の
弊
害
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
在
、
ア
メ
リ
カ
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
・
全
米
国
際
姉
妹
都
市

協
会
）
、
中
国
（
政
府
）
は
ハ
ッ
キ
リ
こ
の
原
則
を
と
っ

て
お
り
、
韓
国
（
政
府
）
、
日
本
（
国
際
親
善
都
市
連
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各
国
の
表
現
も
少
し
ず
つ
異
な
る
の
で
、
日
本
語
も

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
面
白
い
（
表
―
３
）
。
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盟
）
も
か
な
り
参
考
に
し
て
い
る
。
た
だ
、
都
市
の
絶

対
数
や
自
治
体
の
成
り
立
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
っ
て

い
る
為
、
そ
の
他
の
国
の
対
応
は
マ
チ
マ
チ
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
姉
妹
都
市
の
活
動
は
、
基
本
的
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
の
施
策
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
紳
士
協
定
の
性
格
を
考
え
る
な
ら
、
国
際
的
視

野
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
お
い
て
判
断
さ

れ
る
の
が
、
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

④
―
姉
妹
都
市
交
流
と
経
済
活
動

　
経
済
活
動
を
姉
妹
都
市
交
流
の
中
で
、
ど
う
位
置
付

け
る
か
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
経
済
活
動
と
い
っ
て

も
、
日
本
経
済
の
発
展
、
企
業
の
業
績
、
地
域
起
こ
し

と
様
々
で
あ
る
。

　
国
際
交
流
の
原
則
に
照
ら
す
と
、
日
本
経
済
の
発
展

や
企
業
の
業
績
は
入
っ
て
こ
な
い
が
、
地
域
の
活
性
化

は
含
ま
れ
る
。
そ
の
様
に
考
え
れ
ば
お
の
ず
と
経
済
規

模
は
限
ら
れ
て
く
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
県
レ
ベ
ル
や
、

本
市
の
よ
う
な
政
令
指
定
都
市
で
は
、
あ
る
程
度
の
効

果
が
期
待
で
き
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
行
政
側
の
姿
勢

と
し
て
は
、
特
に
避
け
て
通
っ
た
り
、
過
剰
に
期
待
し

た
り
す
る
の
で
は
な
く
可
能
な
範
囲
で
行
う
こ
と
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

　
中
国
な
ど
は
こ
の
分
野
に
積
極
的
で
あ
る
が
、
援
助

型
の
交
流
と
捕
ら
え
る
方
法
も
あ
る
し
、
自
分
の
地
域

の
活
性
化
に
結
び
付
け
る
方
法
も
あ
る
。
ど
ち
ら
に
し

て
も
、
こ
の
交
渉
過
程
こ
そ
国
際
化
の
重
要
な
部
分
を

占
め
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

⑤
―
外
国
の
例

ア
イ
ギ
リ
ス

　
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
自
治
体
の
数
は
日
本
の
六
分
の
一

程
度
で
あ
る
が
、
姉
妹
都
市
に
つ
い
て
は
、
一
自
治
体

平
均
で
、
二
・
五
組
と
非
常
に
活
発
で
あ
る
。
相
手
国

は
、
殆
ど
が
欧
州
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
が
多
く

両
者
で
七
四
％
に
達
す
る
と
い
う
。

　
主
な
理
由
は
、
交
流
を
し
な
が
ら
の
外
国
語
（
ド
イ

ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
）
の
習
得
で
、
例
え
ば
フ
ェ
リ
ー

で
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
渡
っ
て
土
・
日
で
ス
ポ
ー
ツ
の
交

流
試
合
を
行
う
な
ど
、
か
な
り
現
実
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
日
本

と
の
交
流
は
少
な
く
、
姉
妹
都
市
の
提
携
も
九
二
年
現

在
六
件
だ
け
で
あ
る
。
交
流
を
推
進
す
る
主
体
は
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
姉
妹
都
市
に
つ
い
て
も
、
自
治
体

が
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
た
後
は
、
情
報
提
供
、
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
側
面
援
助
が
中
心
と
な
る
。
視
察
者
か
ら
聞

い
た
話
で
は
、
自
治
体
の
中
で
は
担
当
者
一
人
が
連
絡

員
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
程
度
だ
と
い
う
。

イ
ア
メ
リ
カ

　
ア
メ
リ
カ
で
の
姉
妹
都
市
の
交
流
の
方
法
は
、
全
米

国
際
姉
妹
都
巾
協
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に

よ
る
と
、
姉
妹
都
市
を
持
と
う
と
す
る
な
ら
「
あ
な
た

（
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
中
心
に
な
っ
て
参
加
者
を

募
り
、
ま
ず
交
流
団
体
を
設
立
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
（
資
金
も
、
原
則
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
募
集
す
る
。
）

　
ま
た
、
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
は
「
楽
し
み
」
「
喜

び
」
と
い
っ
た
言
葉
が
散
見
さ
れ
る
。
基
本
的
に
市
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
の
だ
か
ら
彼
等
に
と
っ
て
は

当
然
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
日
本
と
は
行
政
の
関
与
が

全
く
異
な
り
極
端
に
い
え
ば
、
行
政
の
関
与
は
首
長
の

調
印
式
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
と
は
天
と
地

ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
違
い
を
知
る
こ
と

も
国
際
交
流
の
第
一
歩
で
あ
る
。

　
※
全
米
国
際
姉
妹
都
市
協
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）
発
行

　
「
都
市
提
携
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
参
考

　
※
　
今
回
国
際
姉
妹
都
市
の
対
象
と
し
た
の
は
、
国

際
親
善
都
市
連
盟
発
行
の
「
日
本
の
国
際
姉
妹
都
市
一

覧
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
範
囲
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
国
際
親
善
都
市
連
盟
派
遣
Ｖ

80調査季報114－92.11

※
（
財
）
自
治
体
国
際
化
協
会
発
行
　
ク
レ
ア
レ
ポ

ー
ト
№
4
9
「
英
国
に
お
け
る
姉
妹
都
市
提
携
と
地
方

自
治
体
」
参
考
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